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委員からの意見･質問 意見・質問への区としての考え方 備考

1

・城東区区政会議運営要綱では教育に関す
る事項が地域福祉に入っているが、資料５
の部会の希望調査票にはまちづくりの方に
入っている。
・運営要綱改正の提案があってから希望を
調査するべきではないか。
・変更の説明もなく変えているおいうの
は、手続きに瑕疵があるのではないか。

・部会の選択に関して、説明が前後したことについてお
詫びいたします。
・子どもの教育に関しては、まちの活気づくりに多大な
影響を及ぼすことから就学した後の教育行政ないしは地
域活動を担う次世代の育成という観点からまちづくり部
会でご議論いただきます。
・また、高齢者、障がい者、子育て、健康づくり、介護
など地域福祉部会にかかる課題のボリュームが大きく
なっていることも勘案し、
・教育に関しては地域まちづくり部会のほうで、ご意見
をいただくことといたします。
・ただし、教育に関わらず区の施策は3つの部会で互い
に絡み合うことから様々な観点でのご意見をいただけれ
ばと考えております。

全部会

2

・会議の進め方について新しいメンバが揃
い、長年にわたって地域の活動で貢献され
ている方、あるいは高い問題意識を持って
おられる方、様々な方がおられ当然様々な
意見ニーズがある
・城東区をよりよくするための会議とし
て、運営方針を示されているので、示され
たことをもっと広くて大きい立場で話し合
いができればいいのではないか
・具体的にそれぞれの地域で抱えている、
切実な問題はあるが、せっかくの場なの
で、城東区全体を概観するというか、その
ような立場で意見交換できればいいなと思
う。
・そして区長を先頭に、これを補強するか
たちで、さらに発展するかたちで議論をす
すめられたらいいなと思う。

・区政会議は区長が区政運営の企画、立案、実行、振返
りの各段階で意見をいただくために開催している。
・会議の進め方としては区への一方的な要望に終始する
ことなく課題の解決策などを議論いただければとも存じ
ますが、充分なお時間を用意できていないこと、ご自由
な意見をいただくという点で、身近なことから大局的な
プランまで様々な意見をいただければと思っています。
・区としてはそれらの意見を踏まえ区政運営にあたり、
実行可能なものは優先度もつけ反映してまいりたい。
・委員の皆さんの議論の活発化を図るため、情報提供な
どさらに工夫してまいりたい。

【平成28年度運営方針における取組や予算】
◆運営方針「戦略4-3区民皆さんとすすめる区政運営」
として取組む。
（具体的取組4-3-1
　　区民との対話や協働による区政運営）
　　　区政運営を効果的に運営、教育会議の開催等
　　　予算額㉘931千円　　　㉗ 886千円

全部会

3

・委員の構成の説明があり、副議長にも女
性がなられた、自主的に女性の参画という
点で城東区は他の区に比べて進んでいる。
・しかし、この運営方針に女性の参画とい
う言葉が読み取れなかった。
・載っているのであれば教えてほしい、自
主的にこの会が進んできているということ
は評価をしては。

・城東区においては、区政会議、ゆめ～まち～未来会議
など様々な場面で女性に活躍いただいている。
・区としては少子高齢化による労働生産人口が減る中、
女性の就労を促し経済成長を支えることは重要な課題と
認識しており、そのためには女性が働ける環境づくりと
して、住のまち城東区として待機児童の解消など子育て
世帯が安心して、働くことができるまちを目指していま
す。

【平成28年度運営方針における取組や予算】
◆運営方針「戦略2-1　子育て世帯が安心して、生み育
て、働くことができるまちへ」として取組む。
（具体的取組2-1-2　保育事業の充実）
・マンション建築等による新たな保育ニーズ等にも
　応じた、保育所整備地域の選定や事業者誘致
・小規模保育事業の充実
・城東区一時保育事業の実施
　　　予算額㉘7,003千円　　㉗2,484千円

全部会

城東区区政会議本会（１０月５日）での意見・質問への区の考え方

資料４ 
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4

・職員が市民目線を理解し、区民とともに
考え、区民の要求に迅速に、正確に行動で
きる状態と書かれている。これはさらに進
めていただきたい
・ところが戦略に新庁舎への移転に伴い、
お客様に快適で満足していただけるという
言葉があるが、お客様という視点は、企業
での感覚ではないか。
・何か借りに来た、お金払った、というお
客様でなくて、ここを区民とか住民とかい
う言葉を使っていただくほうが適切ではな
いかというふうに思う。
・お客様というと何かにお金を払った人に
はそのサービスをするけれどもというふう
に読み取れてる。
・自治体とは何かということが今はいろん
な意味で問われていると思うので、ここの
表現はぜひ変えていただきたい。

・お客様という言葉は、単に区役所に各々の用件を満た
すため訪れる人という一般的な意味で、敬称をつけ表現
しました。
・いただいた意見を参考とし、区役所に来る住民・区民
及び様々な用件を満たすために来る人を総称し来庁者と
いう表現に改めます。

◆運営方針「戦略4-2窓口サービスの向上」
・新庁舎への移転に伴いお客様来庁者に快適で満足して
いただける窓口サービスの提供に取り組む。

全部会

5

・最初に謝罪はあったが、今回の公金の着
服につきましては、２年間にわたって何十
人もの方の保険料を着服していた。
・それも発覚しないように未納通知が出な
いようにその書類すら全部抜き取られてい
たというふうなことで、こんなことがなぜ
起こるのかというのは、はっきりと詳しく
出てなかったのでわからなかったが、それ
を知り本当にこれ今回だけの問題じゃなく
・城東区ほんとに区民の信頼を回復させる
ためには、相当な努力をしていただかない
というふうに思う
・２７ページにはコンプライアンスの確保
と書いているが、私はこの不祥事が起こっ
たのは体制の問題だと思う。
・なぜ２年間も発覚しなかったのか、その
辺はもっともっと真剣に体制の立て直しを
していただかないといけない。

・今回の国民健康保険料の着服事件をはじめ度重なる不
適正事務に関しまして区民の皆様の信頼を大きく損なう
こととなり、重ねてお詫び申し上げます。
・今後、服務規律の確保およびコンプライアンス意識の
徹底など、職員による不祥事の根絶に向けた取組みを進
めてまいります。

【平成28年度運営方針における取組や予算】
◆運営方針「戦略4-1コンプライアンスの向上」として
取組む。
（具体的取組4-1-1
　　職員のコンプライアンス意識の向上）
・27年度中に立ち上げた外部委員を含む（仮称）現金取
り扱い事務監察チームにより検討された改善策について
28年度は、監察チームによりチェックを行い事務の適正
化に取り組む。
・職員のコンプライアンス意識向上のため、朝礼などで
の日常的な啓発に取り組むとともに、コンプライアンス
研修・服務研修などにおいても職員ひとりひとりの意識
向上に取り組む
　　　予算額㉘－　㉗－

全部会

6

・初めて参加するが、公募委員さんは、ど
ういう方がなられているのか、どういうと
ころから来られているのか、教えてほしい
と思います。

・公募委員は区が広報誌などを使い、一般に募集し応募
いただいた方です。
・募集要件は18歳以上、区内在住・在勤の方としており
ます。
・今任期の委員は平成27年7月に募集を行いました。

全部会

7

・蒲生グランドの整備に関して11月1日、11
月23日に城東区民のイベントが行われる
が、そのときには段差解消のスロープの貸
出しはできるのか。

・今年度、防災拠点として整備を行う新庁舎北側部分の
新設門扉につきましては、公園内通路とグラウンド面の
段差を極力解消するよう、今後、整備工事を行います建
設局と調整してまいります。
・また、既存の段差につきましても、段差解消スロープ
を購入するなどして、区主催事業開催時等には段差の解
消に努めるとともに、貸出についても検討してまいりま
す。

地域防
災防犯

部
会

地域ま
ちづく
り部会
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8

・栃木県で豪雨による大きな災害があり、
ハザードマップという言葉を耳にした。
・城東区には視覚障がいの方が結構住んで
いると思うが、ハザードマップを点字で
あったり、音声というかたちで、視覚障が
い者にわかりやすい形で提供してもらえな
いか。
・避難する時は当然、地域の方たちの手を
借りないと、災害が起きてしまうと、普段
歩いている道も、我々にとっては状況が変
わってしまうということになるが。
・そうすることで少し安心できるのではな
いか。

・「水害ハザードマップ」と「市民防災マニュアル」に
つきましては、危機管理室で作成しております。
・点字・音声での情報提供につきまして危機管理室にご
意見をお伝えましたところ、「水害ハザードマップ」の
点字化の予定はございませんが、「市民防災マニュア
ル」の点字版につきましては、平成28年2月に区役所に
配架される予定とお聞きしています。なお、「水害ハ
ザードマップ」「市民防災マニュアル」の内容に関する
お問合せにつきましては、区役所で対応させていただい
ております。
・障がい者のある方や介護が必要な高齢者の方など、避
難支援が必要な方の支援につきましては、ご意見のとお
り地域の皆さまのご協力が必要であり、各地域に対しま
しては防災の重要な取り組みとして推進していただくよ
うお願いしております。
・個別の支援計画などにつきましては、地域に対して支
援を受ける方の個人情報を提供する必要があるため、現
在「見守り強化事業（委託事業）」などをつうじて、本
人の同意確認などが進められております。

【平成28年度運営方針における取組や予算】
◆運営方針「戦略3-1　防災に対する住民意識の向上
と、自助・共助を基本とする地域防災力の向上」として
取り組む。
（具体的取組3-1-2　避難行動要支援者情報の共有）
・調査員による要援護者情報の整備
　　予算額㉘28,818千円　　㉗29,627千円
　※具体的取組「2-2-2　地域における要援護者
　　の見守りネットワーク強化事業」の事業全体の
　　予算額を記載

地域防
災防犯
部会

9

・バスのことについて、城東区は確かに鉄
道網が充実し、バスも9系統あるが、菫地域
から天満橋や、医療センターに行くバスは
すごく本数が少なく、この7年でもどんどん
本数が減り不便になっている。
・しかも赤バスが無くなってしまった。旭
区の例をあげると、あったかバスというバ
スが走り結構便利な状態にあるというふう
に聞いている。
・今回予算としては出ないということだ
が、今後そういったことも含めてバスの本
数を増やすということを、大変だと思う
が、検討していただければと思う。

・利用者の数が少ないと言えば少ないが、
１人でも利用者がいる限り大阪市のバス、
民営化されたバスではないので、大阪市の
バスとして存続をしてほしい。そういった
考えをどのように考えられるのか。

・城東区の交通機関としては現在、市営地下鉄が中央
線、鶴見緑地線、今里筋線、谷町線、私鉄では京阪電車
本線、JR学研都市線、JR大阪環状線が走り、市営バスも
９系統が運行しており、区民の移動に係る公共交通ネッ
トワークは概ね整っていると認識している。
・しかし、全ての区民の利便性を図ることは重要な使命
と認識しており、今後の区内の交通事情や社会情勢、高
齢者や障がいのある方の状況も注視しつつ区内のまちづ
くりの進展などに応じて、大阪市交通局にも協力を求め
てまいりたい。 地域ま

ちづく
り部会

地域福
祉部会
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10

・窓口サービスの向上ということで説明が
あったが、区役所の窓口には市の職員でな
い派遣社員が配置されているようだが、ど
のような位置づけになっているのか。

・同じく図書館についてもどうみても派遣
社員だが、区のほうとしてはどのように考
えているのか教えて欲しい。
・コンプライアンスは守られていると理解
していいか。

・大阪市では、区役所における区民サービスの向上と効
率的な業務運営に向け、証明書発行をはじめとする窓口
業務の民間活用を全市的に進めており、城東区において
も平成２６年２月より証明書発行業務について民間委託
を開始した。
・このため、現在、区役所の窓口サービス課（住民情
報）の窓口において、委託事業者の職員が証明書の発行
に来られたお客様の対応を行なっている。
・住民情報業務のうちの証明書の発行業務のみを委託
し、それ以外の業務については引き続き市職員が行って
おり、また最終的なチェック等については市職員が行な
うなど、役割分担と連携の下、本市職員が責任を持って
監督指導をしている。
・また、個人情報の取扱いをはじめとするコンプライア
ンス遵守については、研修などを通じて周知徹底すると
ともに、業者選定段階においてもコンプライアンス遵守
を含めた選定を行うなど、市職員と同様の体制を確保し
ている。

・図書館については、貸出等の提携業務を民間事業者に
委託し、受託業者との契約書の中にコンプライアンスの
順守について明記し、本市の基準に従い体制を確保して
いる。

地域ま
ちづく
り部会

11

・区役所新庁舎に区民ホールが入る。現
在、蒲生中公園の一角が現区民ホールに
なっている。
・もともとの公園として復旧を考えて頂く
ことについて。
・城東区の玄関口である桜小橋の一体はも
ともと電車の線路がいっぱいあったところ
が公園になっている。また、1号線のひとつ
内側には素晴らしい遊歩道がある。城東貨
物線のトンネルの中には壁画が描かれ、そ
れを抜けると区民ホールのある、蒲生中公
園に繋がっている。
・城東区の緑という点から、遊歩道が放置
されているのはもったいない。
・桜小橋のバス停付近は野外ステージにも
なるようなテラスや池があり、城東区の顔
になってもいいのではないか。28年度の提
案として、ぜひ、緑を増やすという観点で
これを活かして欲しい。

・現区民ホールおよび区民ホール南側に隣接する蒲生中
公園の用地については、もともと公園用地ではなく「大
阪市住宅供給公社」が所有していたものとお聞きしてお
り、区民ホール部分は昭和５０年３月に本市が取得、区
民ホールとして整備し昭和５２年２月から供用開始して
います。
・また、蒲生中公園は昭和５３年１２月に公園用地とし
て取得し、公園として整備しております。
・現区民ホールについては、建物が耐震基準をクリアし
ていることから、現在、市民局において利活用の方法等
について検討を行っていると聞き及んでいます。

・遊歩道の活用に関しては、いただいたご意見を参考
に、今後、建設局とも協議しながら活用方法を検討して
まいります。

地域ま
ちづく
り部会
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12

・城東区は一人あたりの公園の面積が少な
い。現庁舎の跡地の活用もあるが、区内に
は小さな公園がたくさんある。
・また、各公園には愛護会がある。
・28年度はその愛護会の総点検を行い、緑
がないならば、いまある公園をしっかり
と、花と緑を増やし歩けるようなまちづく
りを目指して欲しい。
・緑化に関わっているコスモスタッフさん
や、地域の緑化活動に携わっている方の
ネットワークを作り各公園の整備や、点検
を行い荒地のないほったらかしているよう
な公園をなくしていただきたい。

・都市公園の維持管理については、建設局が年１回程度
の除草と年１回程度の清掃を行う他、愛護会の協力をい
ただき実施しています。
・また都市公園の整備や改修工事については、愛護会の
意見も参考に、緊急性の高い公園から順次整備を進めて
いるところです。
・大阪市では、都市公園の一部を公園愛護会に「ふれあ
い花壇」としてご活用いただく制度もあります。
・区では今後とも緑化活動に取り組むグループの自主的
な活動をサポートしていく。

【平成28年度運営方針における取組や予算】
◆運営方針「戦略1-1タテ・ヨコ・ナナメでつながるま
ちづくり」として取組む。
（具体的取組1-1-6　花と緑と人を育むまちづくり）
　①「はなびとコスモスタッフ」「緑のカーテン
　サポーターをはじめとする緑化ボランティアの育成
　②緑化ボランティアの活動促進と支援
　　予算額㉘ 3,906千円　　㉗ 3,843千円

地域ま
ちづく
り部会

13

・広報誌の配付方法について、新聞折込か
希望者へのポスティングということになっ
ているが、東大阪市に住んでいた時には、
自治会に全部委託して配付していた。手数
料は全部自治会のほうにはいっていた。全
戸配付できるように自治会さんに協力して
もらってはどうか。

・広報誌の配布に関しては、新聞折込のほかに個人より
申込があればポスティングも行っている。
・ポスティングによる配布の活用を広報するとともに、
全戸配布に関しても手法や費用対効果など引続き検討す
る。
・また、広報誌の紙面の充実を図り、積極的に広報誌を
手にとってもらえるように努める。

【平成28年度運営方針における取組や予算】
◆運営方針「戦略4-3区民皆さんとすすめる区政運営」
として取組む。
（具体的取組4-3-2
　　区民ニーズの的確な把握と積極的な情報発信）
　　　予算額㉘38,833千円　㉗40,606千円

地域ま
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・区民ホールの蛍光灯がかなり消えてい
る。城東区合唱団で、毎週1回使っている
が、来るたびに電灯が消えていって、みす
ぼらしい感じがする。新しい区民ホールが
できるまで辛抱しているという気もする
が、あまりにもみすぼらしい
・管理している大阪ガスさんとも相談しな
んとかできないか

・指定管理者である「大阪ガスビジネスクリエイト㈱」
にご意見をお伝えし、平成27年10月9日(金）に対応可能
な玉切れはすべて交換いたしました。

地域ま
ちづく
り部会
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15

・以前の運営方針には教育の問題が少な
かった、今回教育を取り上げている、良
かったかなと思っている。戦略２－４はあ
まり具体的なことは書かれていないが、
・区政会議のなかでそれぞれの地域の小学
校中学校の子どもたちの豊かな心が育んで
いくような状況を作り上げていけたらと思
う。

・区では子どもの教育が非常に重要な課題であることか
ら、地域代表、PTA、学識経験者で構成する区教育会議
を立ち上げています。
・この教育会議は、区政会議とも連携し、議論内容等に
ついて相互に報告を行ってまいります。

【平成28年度運営方針における取組や予算】
◆運営方針「戦略1-1タテ・ヨコ・ナナメでつながるま
ちづくり」として取組む。
（具体的取組1-1-2　教育・生涯学習等）
　区における生涯学習事業
　小学校区教育協議会－はぐくみネット－事業
　教育会議の開催等
　　　予算額㉘ 3,906千円　　㉗ 3,843千円
◆運営方針「戦略2-4子どもたちの豊な心、確かな学力
を育むまちづくり」として取組む
【新規】（具体的取組2－4－1　学習会のモデル実施）
　　予算額㉘　予算は教育委員会事務局予算で調整中

地域ま
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・戦略１－１－２、教育・生涯学習等です
けれども、はぐくみネット等に関して、本
来は校区地域が統括すべきだが実際には学
校主導でやらざるを得ない状況である
・城東区から人材を立てて、その人に任す
ようにしてほしい
・これらができていない現状では、教頭先
生が１人でされている。
・このことを区は理解されているのか。現
場を見ていただきたい。

　はぐくみネット事業とは、学校・家庭・地域一体の総
合的な教育力によって、子どもの生きる力を育む「教育
コミュニティ」づくりを目的とする事業で、市内各小学
校区で実施されています。
　具体的には、地域や学校の情報を収集し、子ども、保
護者、地域住民に対して発信することや、市民ボラン
ティアの力を学校教育等に活かし、世代間交流等のイベ
ントなどを通じて、各地域における教育コミュニティづ
くりに取り組んでいます。
　実施にあたっては、ＰＴＡ・地域諸団体・学校関係者
等で構成する「小学校区教育協議会」が組織されてお
り、区役所より同業務を委託しています。同協議会にお
いては、本市教育委員会より委嘱される「はぐくみネッ
トコーディネーター」が置かれ、その中心的な役割を果
たしています。
　ただし、小学校区によっては、同協議会において、学
校の役割が大きいところもあり、結果として教頭先生等
学校関係者の負担が大きいところもあることは、認識し
ています。
　引続き、会議や研修会等の場を通じて、同協議会に対
して、コーディネーターを中心とした事業運営が行われ
るよう、働きかけてまいります。

地域ま
ちづく
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17

・城東区では緑をふやすということをこれ
から、１０年後、３０年後、５０年後どう
いうふうにしていこうと思って進めている
のか聞きたい。

・区の緑をふやすというのは、具体的に小
さな花をふやすのも大事だが、大阪城公園
の緑みたいなところをもうちょっとふやさ
ないと、城東区は人口だけ多くなりぎゅう
ぎゅうになっていくのではないか。

・区でははなびとコスモスタッフの皆さんとともに種か
ら育てる地域の花づくり事業を実施している。
・また、このほかに城北川の花いっぱいプロジェクトと
して鯰江東小学校やすみれ小学校とも連携し種から育て
る地域の花づくり事業を実施している。
・都市公園を増やす取組みではないが限られた場所を利
用して何とか花と緑をふやしていきたいと考えている。

【平成28年度運営方針における取組や予算】
◆運営方針「戦略1-1タテ・ヨコ・ナナメでつながるま
ちづくり」として取組む。
（具体的取組1-1-6　花と緑と人を育むまちづくり）
　①「はなびとコスモスタッフ」
　　「緑のカーテンサポーター」をはじめとする
　　　緑化ボランティアの育成
　②緑化ボランティアの活動促進と支援
　　　予算額㉘1,766千円　　㉗1,215千円
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・運営方針の１８ページですけれども、次
世代の生きる力を育てるという、グローバ
ル人材を育てていくということを、ここに
打ちつけてくということかと思うが、生き
る力を育てるのであれば、豊かな心、確か
な学力、そしてすこやかなという体的なも
のもある。
・すこやかな取組みはスポーツの取組で説
明されているということで捉えていくとい
うことか、
・あえてここで豊かな心、確かな学力とし
ているのはなぜか。

・戦略２－４「子どもたちの豊な心、確かな学力を育む
まちづくり」の項目については、教育関係の課題を標語
的に現在の形で表現しており、「すこやかな体の育成」
についても、理念として含んでいるものと考えておりま
す。

・今後、教育的な視点から「すこやかな体の育成」につ
いて新たな取組みを展開する場合には、本項目に位置付
けてまいります。
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